
不整脈の総合治療 ～脈拍が不規則な方は要注意！～
　30歳を超えるとほぼ全員に不整脈が
認められるようになることを知っていまし
たか？不整脈によって、めまいや息切れ
等が引き起こされます。
　症状に応じた治療方法を、分かりや
すく説明いたします。

9月26日（水）14：00～15：30日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

交通のご案内

お問合わせ
大和成和病院（総務課）
☎046-278-3911
神奈川県大和市南林間9-8-2

南林間駅･中央林間駅･鶴間駅･
さがみ野駅から無料シャトルバスを運行

大和成和病院 1階 ロビー
講 

師

大和成和病院
循環器内科

柴山 健理 医師

中
央
林
間
駅

南
林
間
駅
鶴
間

大和成和
病院

50
小
田
急
江
ノ
島
線

南林間
入口

次回予告
10月31日（水）開催

病気と臨床検査の関係～検査を受けたらどんな病気がわかるの？～
　なぜ痛い思いをしてまで採血をしなく
てはいけないのでしょうか？心電図・肺機
能・超音波の検査によって、体の中のなに
を確認して、どのようなことがわかるので
しょうか？患者さまの疑問にお役に立つお
話をしたいと思います。

9月18日（火）13：00から日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

次回予告
10月下旬開催予定　【講師】 内田 耕 医師

さがみ野中央病院 １階 リハビリテーション室

交通のご案内

お問合わせ
さがみ野中央病院（総務課）
☎046-233-5110
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

さがみ野駅南口から徒歩５分､
相模大塚駅から無料シャトルバス

大和厚木バイパス
相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口

厚
木
街
道

40

246

マルエツ
東柏ヶ谷

相模大塚

相模鉄道

講 

師

さがみ野中央病院
検査科
大道寺 益弘

臨床検査技師

ま
し
た
。
※
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
認
定
は
神
奈
川
県
下
７
施
設
目

　

大
動
脈
瘤
の
治
療
で
は
、
患
者

さ
ま
の
高
齢
化
が
著
し
い
こ
と
か

ら
、
術
前
身
体
状
態
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ 

(Quality of Life) 

を
重
視
し
て

い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
胸
腹
部
大
動
脈
内

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
を
実

施
で
き
る
体
制
が
整
い
、
開
胸

手
術
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

個
々
の
病
態
や
身
体
能
力
に
見

合
っ
た
治
療
を
提
示
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
す
べ
て
の
患

者
さ
ま
に
、
適
切
な
心
臓
病
治
療

が
24
時
間
３
６
５
日
、
提
供
で
き

る
病
院
で
あ
る
よ
う
日
々
努
力
し

て
お
り
ま
す
」。

〈
取
材
協
力
〉
大
和
成
和
病
院

☎
０
４
６・２
７
８・３
９
１
１

大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２

『
心
拍
動
下
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手

術
』
を
開
院
当
時
か
ら
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

僧
帽
弁
閉
鎖
不
全
で
は
、
ご

自
身
の
弁
を
温
存
す
る
『
形
成

術(MVP:Mitral valve plasty)

』

を
第
一
選
択
と
し
て
、
近
年
で
は

『
小
切
開
手
術（MICS:Minim

ally 
Invasive Cardiac Surgery

）』

も
導
入
し
、
患
者
さ
ま
の
早
期
社

会
復
帰
に
尽
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
化
で
増
加
し
て
い
る
大
動

脈
弁
狭
窄
症
の
人
工
弁
置
換
術

で
は
、
今
年
導
入
※
し
た
『
経
カ

テ
ー
テ
ル
的
大
動
脈
弁
留
置
術

（TAVI:Transcatheter Aortic 
valve inplantation

）』
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
手
術
に
耐
え
ら
れ
な
い

と
し
て
い
た
患
者
さ
ま
も
手
術
を

お
受
け
い
た
だ
け
る
環
境
に
な
り

　

大
和
成
和
病
院
「
心
臓
血
管
外

科
」
は
、
神
奈
川
県
・
県
央
地
区

に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
か
ら
来
院

さ
れ
る
患
者
数
が
多
い
病
院
で

す
。
そ
の
理
由
は
、
循
環
器
疾
患

専
門
病
院
と
し
て
「
迅
速
か
つ
高

度
な
検
査
対
応
」「
熟
練
し
た
専

門
チ
ー
ム
に
よ
る
幅
広
い
治
療

（
手
術
）」
を
評
価
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
背
景
に
あ
る
か
ら
で
す
。

　

同
院
の
倉
田
篤
院
長
は
次
の
よ

う
に
語
り
ま
す
。「
常
に
適
切
な

手
術
の
提
供
の
た
め
に
、
当
院
で

は
、
リ
ス
ク
の
あ
る
患
者
さ
ま
に

は
人
工
心
肺
装
置
を
使
用
し
な
い

９
月
下
旬
か
ら
10
月
に
か
け
て
が

要
注
意
で
す
。

　
Ｑ
．
気
管
支
喘
息
の
治
療
に
つ

い
て
、
代
表
的
な
も
の
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
喘
鳴
に
は
「
吸
入
ス
テ
ロ

イ
ド
薬
」
が
効
果
的
で
、
こ
の
治

療
は
大
き
く
進
歩
し
て
い
ま
す
。

　

成
人
に
な
っ
て
か
ら
も
発
症
す

る
こ
と
が
あ
る
病
気
な
の
で
、
特

徴
的
な
症
状
だ
け
で
な
く
、
咳
や

痰
が
数
週
間
も
続
く
場
合
は
呼
吸

器
内
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

当
院
で
は
毎
日
（
㈰
除
く
）
呼

吸
器
内
科
の
医
師
が
外
来
診
療
を

担
当
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
診
療

時
間
を
お
電
話
（
☎︎
０
４
６
・
２

３
３
・
５
１
１
０
）
で
お
確
か
め

の
上
、
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

る
も
の
で
す
。
発
作
性
の
呼
吸
困

難
や
咳
・
痰
・
喘ぜ
ん
め
い鳴
（
空
気
の
通

り
道
で
あ
る
気
道
が
「
ヒ
ュ
ー

ヒ
ュ
ー
」「
ゼ
ー
ゼ
ー
」
と
音
が

す
る
）
が
特
徴
で
す
。
喘
鳴
の
症

状
が
な
く
て
も
、
咳
だ
け
が
長
く

続
く
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
季
節
と
ど
の
よ
う
な
関
係

が
あ
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
気
管
支
喘
息
の
発
作
は
、

気
候
・
天
候
の
変
化
で
気
温
が
急

に
下
が
る
時
に
起
き
や
す
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
急
に
気
温
が
下

が
っ
て
、
秋
ら
し
い
陽
気
に
な
る

　
Ｑ
．
猛
暑
だ
っ
た
こ
の
夏
が
過

ぎ
、
今
度
は
急
激
な
季
節
の
変
化

が
心
配
で
す
。
気
を
つ
け
る
べ
き

病
気
を
一
つ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
秋
に
注
意
し
て
ほ
し
い
の

は
「
気
管
支
喘
息
」
で
す
。
気
管

支
が
慢
性
の
炎
症
に
よ
っ
て
、
狭

く
な
っ
た
り
、
過
敏
な
状
態
と
な

　

小
熊
利
明
医
師
（
さ
が
み
野
中
央
病
院
・
副
院

長
）
に
、
秋
に
注
意
す
べ
き
「
気
管
支
喘
息
」
に

つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。　
　
〈
取
材
協
力
／
同
院
〉

大和成和病院
菅原 重忠 医師

（循環器内科部長）

　

急
性
肺
血
栓
塞
栓
症
は
「
エ
コ

ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
」
の
こ
と

で
あ
り
、
呼
吸
困
難
や
血
圧
低
下

を
と
も
な
う
重
大
な
病
気
で
す
。

い
病
気
で
す
。　

急
性
心
筋
梗
塞
・

　
　
　
　
狭
心
症

　
「
胸
の
痛
み
」
を
う
っ
た
え
る

患
者
を
最
初
に
診
る
の
は
、
多
く

の
場
合
、
一
般
内
科
医
か
循
環
器

内
科
医
で
す
。
今
回
は
特
徴
あ
る

「
胸
の
痛
み
」
に
つ
い
て
、
循
環

器
専
門
病
院
で
あ
る
大
和
成
和
病

院
・
菅
原
重
忠
医
師
の
お
話
を
紹

介
し
ま
す
。（
以
下
、菅
原
医
師
談
）

　

一
言
で
「
胸
の
痛
み
」
と
い
っ
て
も
、該
当
す
る
疾
患
は
【
心

筋
梗
塞
】【
不
整
脈
】の
ほ
か
、【
大
動
脈
解
離
】【
肺
血
栓
塞
栓
症
】

【
肋
間
神
経
痛
】
な
ど
多
く
あ
り
ま
す
。
今
回
は
循
環
器
内
科

の
菅
原
医
師
が
胸
痛
に
関
す
る
病
気
を
紹
介
し
ま
す
。

意
外
と
多
い
心
臓
病

　

次
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
「
心
臓

病
」
で
す
。

　

虚
血
性
心
疾
患
【
心
筋
梗
塞
や

狭
心
症
】、
不
整
脈
【
心
房
細
動

な
ど
】、
心
不
全
【
弁
膜
症
な
ど
】

が
そ
の
代
表
例
で
す
。

　

心
臓
病
と
い
っ
て
も
、
冠
動
脈

バ
イ
パ
ス
術
や
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

に
成
功
し
た
後
で
あ
れ
ば
、
運

動
耐
容
能
を
検
査
し
た
後
に
は
、

３
０
０
０
ｍ
級
の
登
山
で
あ
っ
て

も
可
能
で
す
。

　

高
所
は
冠
動
脈
閉
塞
の
危

険
因
子
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

２
５
０
０
ｍ
以
上
の
高
所
で
は
、

酸
素
飽
和
度
が
低
下
す
る
の
で
、

狭
心
症
や
心
不
全
、
不
整
脈
発
作

を
抱
え
て
い
る
人
は
危
険
で
す
。

登
山
は
避
け
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

抗
凝
固
療
法
を
受
け
て
い
る
人

も
、
高
地
で
は
近
隣
に
医
療
施
設

が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
登
山

は
考
え
も
の
で
す
。

と
し
た
不
注
意
か
ら
生
じ
る
も
の

が
半
数
を
占
め
、さ
ら
に
「
病
気
」

や
「
疲
労
」
が
原
因
で
あ
る
も
の

は
、
な
ん
と
約
15
％
に
も
お
よ
ん

で
い
る
の
で
す
。

　

で
は
そ
の
病
気
と
は
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う

か
。

最
も
多
い
の
は
高
山
病

　

ま
ず
は
「
急
性
高
山
病
」
で
す
。

　

こ
れ
は
２
０
０
０
ｍ
以
上
の
高

所
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
も
発
症
す

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

酸
素
不
足
が
原
因
と
な
っ
て
、

【
頭
痛
】【
吐
き
気
】【
食
欲
不
振
】

【
不
眠
】
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

充
分
な
水
分
補
給
と
休
息
、
高

度
順
応
で
、
予
防
・
治
療
が
可
能

で
す
。

に
死
者
・
行
方
不
明
者
は
過
去
最

も
多
い
３
５
４
人
を
記
録
し
ま
し

た
。

　

山
岳
遭
難
は
、
冬
山
や
岩
登
り

で
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
と
認
識

さ
れ
が
ち
で
す
が
、実
は
「
転
倒
」

や
「
道
迷
い
」
と
い
っ
た
ち
ょ
っ

流
行
の
陰
に
ひ
そ
む
数
字

　

近
年
は
稀
に
見
る
「
登
山
ブ
ー

ム
」
で
す
。

　

し
か
し
、
２
０
１
７
（
平
成

29
）
年
に
お
け
る
遭
難
報
告
は

２
５
８
３
件
に
も
の
ぼ
り
、
さ
ら

登山で発症！？
ー注意すべき高度と病気についてー

酸素飽和度が低下
２５００m以上２５００m以上

酸素が不足
誰でもの持病を

抱える人は
危険！！ のリスクあり

急性高山病

狭心症
慢性心不全
不整脈

２0００m以上２0００m以上

大和成和病院
倉田 篤 院長

さがみ野中央病院
小熊 利明 副院長

　

冠
動
脈
の
閉
塞
や
狭
窄
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
、発
生
し
ま
す
。

「
痛
い
」
と
い
う
よ
り
も
、「
締
め

付
け
ら
れ
る
」
と
い
う
表
現
で
示

さ
れ
、
症
状
に
は
冷
汗
や
嘔
吐
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

胸
部
大
動
脈
瘤
破
裂
・

　
　
大
動
脈
解
離

　

背
部
の
激
烈
な
痛
み
が
襲
う
怖

不 

整 

脈

　

こ
れ
も
、
胸
痛
の
鑑
別
に
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
期
外
収
縮
は
外
来
初

診
患
者
さ
ま
の
受
診
理
由
と
し
て

と
て
も
多
く
、『
ギ
ュ
ッ
』『
ド
キ

ン
ッ
』
と
表
現
さ
れ
ま
す
。
単
発

で
あ
る
限
り
、ま
ず
安
全
で
す
が
、

「
動
悸
が
止
ま
ら
な
い
」「
気
が
遠

の
い
た
」
な
ど
は
、
精
密
検
査
が

必
要
で
す
。

胸
膜
炎
・

急
性
肺
血
栓
塞
栓
症

　

胸
膜
症
は
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
病

原
体
に
よ
り
発
症
し
、
呼
吸
や
体

位
変
化
で
痛
み
が
増
減
し
ま
す
。

肋
間
神
経
痛
・
気
胸

　

肋
骨
に
沿
っ
た
痛
み
が
肋
間
神

経
痛
、
気
胸
は
「
肺
の
パ
ン
ク
」

状
態
を
示
し
、
喫
煙
者
や
若
い
男

性
に
多
く
発
症
し
ま
す
。

心
臓
神
経
症

　

こ
れ
は
、
胸
痛
・
動
悸
・
息
切

れ
な
ど
を
訴
え
る
も
の
の
、
検
査

で
異
常
が
見
つ
か
ら
ず
、
ス
ト
レ

ス
・
不
安
・
過
労
が
原
因
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
症
状
が
あ
る
場
合
は
大
和
成

和
病
院
（
☎︎
０
４
６
・
２
７
８
・
３

９
１
１
）
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

心
臓
血
管
外
科
の
専
門
性
と
治
療
技
術
に
つ
い
て

大
和
成
和
病
院
　
倉
田 

篤 

院
長

急
な
気
温
の
降
下
は「
気
管
支
喘
息
」に
注
意

さ
が
み
野
中
央
病
院
　
小
熊 

利
明 

副
院
長

取
材
協
力
／
菅
原 

重
忠 

医
師
（
大
和
成
和
病
院
）

「
胸
の
痛
み
」に
関
す
る
病
気
は
い
っ
ぱ
い
！

あ
な
た
の
心
臓
、ど
の
山
ま
で
耐
え
ら
れ
る
？
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ふれあいさがみ野保育園 〒243-0401 神奈川県海老名市東柏ヶ谷2-16-11 セトビル103 ☎046-233-5110
ふれあい茅ヶ崎保育園 〒253-0041 神奈川県茅ヶ崎市茅ヶ崎2-1-38 茅ヶ崎ソシエ弐番館205 ☎0467-86-6530

● 夏期休暇（最大3日）の他、各種特別休暇あり
● 医療費補助制度あり（グループ指定の外来・入院・薬局）
● 入職後は充実した研修により、知識・技術の向上が図れます（常勤対象）

新設保育所オープン! 
保育士募集

勤務地

常 勤

非常勤

184,600円～327,600円
（夜勤1回）  5,000円
（皆勤手当）10,000円

時給1,200円～1,300円
（夜勤1回）5,000円～
時給1,200円～1,300円
（夜勤1回）5,000円～

無料
シニアレジデンス町田では、食事付き見学会を 9月 13 日
（木）から 9月 23 日（日）まで連日、開催します。時間
は午前 11時からです。当日入居者さまに提供する食事を
ご用意いたしますので、是非ホームでの暮らしをご体感
ください。

見学会の内容
老人ホームの「種類・特徴・違い」や「施設
選びのポイント」を解説

入居者様と同じ当日の食事をご提供

個別相談ではお困りごとや不安など何でも
お寄せください。解決策を提案いたします

シニアレジデンス町田
   0120
(86)6534 橋　本

相模原

多摩境

JR 横浜線

京王
相模
原線

町田街道 日産

小山

シニアレジデンス
町田

町田市小山ヶ丘 1-3-8

個別相談もできる  食事付き見学会

申し込み・問い合わせ
9 13 9 23月 月日 日木 日

　

そ
し
て
医
療
面
で
は
、
同
ホ
ー

ム
の
担
当
医
が
お
り
、
入
居
前
か

ら
面
談
、健
康
相
談
を
実
施
。日
々

の
診
察
や
入
院
、
週
３
回
の
通
院

が
必
要
な
人
工
透
析
治
療
で
も
、

建
物
内
の
移
動
だ
け
と
い
う
利
便

性
を
兼
ね
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

必
要
に
応
じ
て
医
師
の
往
診
や
、

急
な
体
調
変
化
に
も
、
安
心
で
き

る
住
環
境
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
ま
ま
夫
婦
で
生
活
継
続

　

こ
の
と
こ
ろ
、
夫
婦
で
の
入
居

相
談
が
増
加
し
て
い
る
同
ホ
ー

ム
。
夫
婦
部
屋
は
居
住
性
に
こ
だ

わ
り
、
風
呂
・
ト
イ
レ
・
キ
ッ
チ

ン
を
完
備
し
て
今
ま
で
築
い
て
き

た
夫
婦
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
ま
ま

で
暮
ら
せ
る
居
心
地
の
良
さ
が
人

気
で
す
。※
２
０
１
８
年
８
月
現
在
、残
り
１
室
。

　

介
護
付
老
人
ホ
ー
ム
「
シ
ニ
ア

レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
」
は
、
同
じ
建

物
に
医
療
機
関
「
ふ
れ
あ
い
町
田

ホ
ス
ピ
タ
ル
」（
病
院
）
を
併
設

す
る
高
齢
者
の
住
ま
い
で
す
。

併
設
病
院
の
強
力
な
サ
ポ
ー
ト

　

同
ホ
ー
ム
で
は
、
町
田
ホ
ス
ピ

タ
ル
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
（
国
家
資

格
保
有
の
理
学
療
法
士
な
ど
）が
、

専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

○
…
「
医
療
の
専
門
家
と
し
て

患
者
さ
ま
に
正
し
い
医
学
知
識
を

伝
え
る
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て
い

ま
す
」。
大
和
成
和
病
院
循
環
器

内
科
の
医
師
と
し
て
、
今
秋
に
６

年
目
を
迎
え
ま
す
。
同
院
に
着
任

す
る
前
か
ら
評
判
を
聞
き
知
っ
て

い
た
と
話
し
、「
循
環
器
専
門
病

院
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
た
『
大

和
成
和
病
院
』
だ
け
あ
っ
て
、
ス

タ
ッ
フ
の
意
欲
や
能
力
に
感
心
し

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」。

　

○
…
医
師
で
あ
っ
た
祖
父
や
父

の
背
中
を
み
て
、
幼
心
に
「
医
師

に
な
ろ
う
」
と
決
意
し
た
浦
部
医

師
。
仕
事
に
前
向
き
で
、
患
者
の

病
気
に
真
摯
に
取
り
組
む
姿
に
憧

れ
を
抱
い
た
と
話
し
ま
す
。「
嫌
々

仕
事
を
し
て
い
る
姿
は
一
度
も
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に

自
分
が
医
学
部
に
進
学
し
て
か
ら

は
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
な
ど
の
特

徴
あ
る
手
技
が
必
要
な
循
環
器
内

科
に
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
」。
東
京

慈
恵
会
医
大
卒
業
後
は
、
同
大

付
属
病
院
な
ど
で
キ
ャ
リ
ア
を
積

み
、
現
在
は
大
和
成
和
病
院
で
実

施
す
る
Ｔタ

ビ

Ａ
Ｖ
Ｉ
（
大
動
脈
弁
留

置
術
）
を
中
心
に
、
心
臓
血
管
冠

動
脈
疾
患
〈
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞

な
ど
〉
や
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
な

ど
の
治
療
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

○
…
神
奈
川
県
下
で
実
施
で
き

る
病
院
が
７
施
設
し
か
な
い
治
療

法
「
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」。
こ
の
実
施
に

は
施
設
認
可
を
得
る
必
要
が
あ

り
、
そ
れ
に
尽
力
し
た
功
労
者
で

も
あ
り
ま
す
。「
私
だ
け
で
な
く
、

ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
が
『
患
者
さ
ま

の
た
め
に
』
と
の
思
い
が
あ
っ
た

か
ら
、
現
在
、
当
院
で
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ

が
実
施
で
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
看
護
師
や
検
査
科
の
技
師
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
ス

タ
ッ
フ
な
ど
が
集
ま
っ
た
他
職
種

か
ら
な
る
当
院
の
『
ハ
ー
ト
チ
ー

ム
』
が
、
こ
れ
ま
で
他
院
で
の
見

学
・
研
修
を
含
め
た
知
識
と
技
術

の
研
磨
に
励
み
、
そ
し
て
今
で
は

院
内
で
も
互
い
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

し
て
い
く
環
境
が
整
う
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
常
に
患
者
さ
ま
に
対

し
て
誠
実
に
対
応
し
、
患
者
さ
ま

が
求
め
て
い
る
本
質
的
な
内
容
に

お
応
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」。
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
担
当
医
と

し
て
、
今
後
も
さ
ら
な
る
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

浦部 晶博 医師
 （うらべ あきひろ）　　　　

大和成和病院
【循環器内科】

日本内科学会 総合内科専門医
日本循環器学会 専門医
日本高血圧学会 専門医
日本心血管インターベンション治療学会 認定医

 「
県
央
地
域
で
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
を
」

　
　
　

熱
意
と
専
門
手
技
で
実
現
化

こ
の「
人
」に
聞
く

て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
近
隣
の
医
療
機
関

か
ら
の
ご
紹
介
も
受
け
、
こ
の
手

術
を
月
２
～
３
件
実
施
し
て
い
ま

す
（
平
均
年
齢
85
．
７
歳
）。

　

こ
れ
ま
で
手
術
を
諦
め
て
い
た

方
も
ぜ
ひ
一
度
、
当
院
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
当
院
『
ハ
ー
ト
チ
ー

ム
』
が
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

　

Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
を
行
な
う
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
は
、
心
臓
以
外
の
合
併
疾

患
等
で
外
科
的
治
療
の
危
険
性
が

高
い
患
者
や
、
高
齢
で
外
科
的
治

療
が
困
難
な
患
者
に
対
し
て
も
、

実
施
可
能
な
低
侵
襲
治
療
で
あ
る

こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
、
今
ま
で
の
治
療
法
と

異
な
り
、
臓
器
に
大
き
な
負
担
を

か
け
ず
、
創
部
は
小
さ
く
出
血
も

減
ら
し
、
短
期
入
院
で
す
む
ケ
ー

ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
（
お
お
よ
そ

術
後
一
週
間
程
で
、
自
立
歩
行
で

退
院
で
き
る
症
例
が
多
い
）。

チ
ー
ム
医
療
で
支
え
る

　

大
和
成
和
病
院
で
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
を

担
当
し
て
い
る
浦
部
晶
博
医
師

（
循
環
器
内
科
）
は
、「
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ

を
安
全
に
行
な
う
た
め
、
当
院
で

は
多
職
種
に
よ
る
『
ハ
ー
ト
チ
ー

ム
』
を
結
成
し
、
そ
の
都
度
、
患

者
さ
ま
に
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
が
適
し
て
い

る
か
否
か
を
各
専
門
性
を
も
っ
た

ス
タ
ッ
フ
が
多
角
度
か
ら
検
討
し

め
、
早
期
に
手
術
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
こ
の
手
術
は
開
心
術
で

行
な
い
、
人
工
心
肺
装
置
を
使
用

す
る
た
め
、
全
身
の
臓
器
に
大
き

な
負
担
が
強
い
ら
れ
ま
す
。
手
術

対
象
は
、
身
体
が
元
気
な
患
者
に

限
ら
れ
て
い
る
も
の
で
し
た
。

新
た
な
方
法
で
可
能
性
が
拡
大

　

し
か
し
そ
の
後
、
新
た
な
治
療

法
で
あ
る
「
大
動
脈
弁
留
置
術

（
Ｔタ

ビ

Ａ
Ｖ
Ｉ
）」が
う
ま
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
治
療
の
選
択
幅

は
格
段
に
広
が
っ
た
の
で
す
。

ら
く
な
る
病
気
で
す
。
重
症
の
場

合
、
血
流
が
十
分
に
確
保
さ
れ
ず

に
狭
心
症
や
心
不
全
を
引
き
起
こ

し
、
突
然
死
の
リ
ス
ク
も
あ
る
た

高
リ
ス
ク
手
術
に
転
換
期
が

　
「
大
動
脈
弁
狭
窄
症
」
と
は
、

心
臓
内
部
の
大
動
脈
弁
が
開
き
づ

　

大
動
脈
弁
狭
窄
症
の
画
期
的
な
治
療
法
「
Ｔタ

ビ

Ａ
Ｖ
Ｉ
」
が
誕
生
し
、
神
奈
川
県
内
で
は

限
ら
れ
た
病
院
で
の
み
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
大
和
成
和
病
院
」
で

は
、
浦
部
晶
博
医
師
＝
今
号
「
こ
の
人
に
聞
く
」
で
紹
介
＝
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

心 臓

人工弁

※イメージ

TAVI で留置する人工弁とそのイメージ

月 火 水 金 土

TAVI
専門外来

第2・4週

木

AM

PM

神奈川県大和市南林間9-8-2 
☎046-278-3911大和成和病院

循環器内科
TAVI担当医

浦部 晶博

Ｔ
Ａｖ
Ｉ 

手
術

入居者募集中
　介護付有料老人ホーム「シニアレジデ
ンス町田」では､現在入居者を募集して
います。病院を併設していることから、
医療依存度の高い方もお元気な方も、
ずっと安心な暮らしを提供します。
　まずは見学や体験入居で、その居心地
に触れてみてください。

<施設概要 >土地・建物の権利形態：通常借家契約自動更新条項あり（20 年以上の長期賃貸借契約締結・済）／敷地面積：17,988.89 ㎡・32,517.43 ㎡／延床面
積：4,161.39 ㎡（鉄筋コンクリート造・地下 1階地上 4階建）／住居の権利形態：利用権方式（返還金制度あり）／居室設備：エアコン・システムキッチン・ナー
スコール・照明・収納・浴室（一部）・シャワーブース（一部）・洗浄器付トイレ・洗面台  など／共有施設：大浴場・個人浴室・機械浴室・ランドリールーム・
ラウンジ・多目的ホール・機能訓練室・屋上庭園・和風光庭・洋風光庭・ロビー・相談室・一時介護室・健康管理室・ヘルパーステーション・自販機コーナー・
エレベーター／開設：2008 年 3月／募集：７室（全 80 室）／入居一時金：1,700 万円～5,980 万円／管理費：123,428 円～226,285 円（税込）／食費：59,850
円（1日３食 30 日の場合）／入居資格：65 歳以上の自立または要支援・要介護の方／事業主体：（有）湘南ふれあいの園／広告有効期限：2018 年 10 月 8日

介護付有料老人ホーム

シニアレジデンス町田
0120-86-6534 東京都町田市小山ヶ丘 1-3-8

京王線多摩境駅より無料シャトルバス運行

見学･相談は
お気軽に

安心できる終の住処 担
当
医
も
同
一
建
物
内
か
ら
来
る

集
団
リ
ハ
ビ
リ
は
楽
し
く
実
施

　

同
ホ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
は
、「
今

お
元
気
な
方
も
、
将
来
的
な
病
気

や
介
護
の
不
安
な
く
心
軽
や
か
に

お
過
ご
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
も
開
き
、
楽
し
い

ホ
ー
ム
に
し
て
お
り
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。
同
ホ
ー
ム
は
入
居
者
を

募
集
中
。
見
学
会
も
あ
る
の
で
、

詳
細
は
ま
ず
お
電
話
で
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
有
料
老
人
ホ
ー
ム
・
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
が
入
居
者
募
集

「
医
師
が
１
階
に
い
る
」
と
い
う
安
心
感

取
材
協
力
／
大
和
成
和
病
院

　

諦
め
る
に
は
ま
だ
早
い
！

　
　

  
大
動
脈
弁
狭
窄
症
の
新
治
療「
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」

2



オープンキャンパス

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
●学校見学会

9 月 22 日（土）、10 月 27 日（土）10:00~12:30
＜理学療法学科･作業療法学科＞

＜言語聴覚学科＞
9 月 22 日（土）10:00~12:00

☎ 0467-88-6611

下田看護専門学校
●学校説明会 9 月 29 日（土）13:00~16:00

医療ビジネス観光情報専門学校
●模擬授業・AO 対策講座

9 月 22 日（土）10:00～12:00

●個別相談会、指定校推薦入試直前説明会

☎ 0467-86-6011
☎ 0558-25-2211

☎ 042-744-9711
学校説明会･オープンキャンパス･入試の詳細については各校へお問い合わせください。

医療･保健･福祉･教育の「ふれあいグループ」学校法人 湘南ふれあい学園

●入試説明会 9 月 29 日（土）10:00～12:00

●入試体験会 10 月 27 日（土）13:00~16:00

●模擬授業 9 月 15 日 ( 土 )10:00～12:00

9 月 29 日 ( 土 )10:00～12:00

茅ヶ崎看護専門学校

☎ 045-821-0115

●推薦入試対策説明会
●入試対策演習講座

湘南医療大学
9 月 22 日（土）14:00~16:00
10 月 13 日（土）

１科目コース 10:30~13:40/２科目コース 9:15~14:50

来
年
４
月
よ
り
「
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
情
報
専
門
学
校
」
が

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学
校

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　くるみには、オメガ3脂肪酸である「α-リノレン酸」が
多く含まれています。これは体内で生成できない必須脂
肪酸のため、食物から摂取しなければなりません。認知
症の予防や記憶力・集中力の向上といった脳機能強化が
期待できます。 管理栄養士:穴田律子

くるみ豆腐
材 料（1人分）

管理栄養
士が監修

今月の絶
品ごはん

総カロリー：
866kcal／

塩分：3.7g

● くるみ 10ｇ
● くず粉 13g
● 砂糖 15g
● 塩 0.5g
● 水 90ml
● わさび 1g

　

Ａ
．
や
は
り
、
ご
高
齢
の
方
か

ら
の
相
談
で
は
、
骨
粗
鬆
症
が
多

い
で
す
。

　

一
般
的
に
は
「
整
形
外
科
」
と

い
う
と
、
骨
折
や
捻
挫
な
ど
の
代

表
的
な
外
傷
を
思
い
浮
か
べ
る
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
当
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
、
骨
粗
鬆
症
も
含
め

た
幅
広
い
疾
患
に
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

患
者
さ
ま
に
分
か
り
や
す
く
、

そ
し
て
丁
寧
な
説
明
を
常
に
心
が

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
整
形
外
科

分
野
で
お
困
り
の
こ
と
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

◇　

◇　

◇

　

次
号
は
、
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

橋
爪
孝
典
医
師
（
予
定
）
の
お
話

を
紹
介
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

■
取
材
協
力

    

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク 

整
形
外
科

察
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
治
療
を
し
て

い
る
の
で
す
か
？
簡
単
に
お
し
え

て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
薬
や
注
射
、
装
具
、
リ
ハ

ビ
リ
、
手
術
な
ど
、
幅
広
い
選
択

肢
か
ら
、
患
者
さ
ま
お
一
人
お
ひ

と
り
の
状
態
や
、
ご
希
望
に
沿
っ

た
治
療
を
提
案
し
、
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　
Ｑ
．
特
に
気
に
な
る
患
者
さ
ん

の
症
状
や
相
談
は
あ
り
ま
す
か
？

診
察
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？
部

位
な
ど
も
お
し
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
当
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
整
形

外
科
外
来
で
は
、

【
首
・
肩
・
腰
・

肘
・
膝
・
足
な

ど
の
痛
み
】【
動

か
し
づ
ら
い
体

の
各
部
位
】
な

ど
、
多
岐
に
わ

た
る
症
状
の
診

　
Ｑ
．
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
整
形

外
科
で
は
、
ど
の
よ
う
な
症
状
の

　

近
年
、
活
動
的
な
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
一
方
で
、
高
齢
者
の
転
倒
・
骨
折
の
報

告
数
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
そ
の
よ
う
な
社
会
状
況
と
地

域
の
声
に
応
え
、今
春
か
ら
整
形
外
科
の
外
来
診
療
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

月
曜
日
の
外
来
診
療
を
担
当
し
て
い
る
中
脇
充
章
医
師
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

施
設
の
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ

ザ
（
入
所
／
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
／
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
を

併
設
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、

さ
ら
に
幅
広
い
ケ
ア
の
対
応
を
可

能
に
し
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
、「
介
護
保
険
の
ご
利

用
や
ご
質
問
な
ど
は
、
せ
い
わ
居

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
取
材
協
力
／
せ
い
わ
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
）

成
和
病
院
（
循
環
器
疾
患
）、
さ

が
み
野
中
央
病
院
（
内
科
・
整
形

外
科
）、
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
人

工
透
析
治
療
）
な
ど
と
連
携
し
、

専
門
医
療
に
対
し
て
も
確
固
た
る

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
」。

24
時
間
の
事
業
所
や
老
健
を
併
設

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
24
時
間
対
応

し
て
い
る
成
和
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
介
護
保
険
・
医
療
保
険

を
適
用
）
や
、
介
護
老
人
保
健

　

同
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
次
の
よ
う
に
話
し
ま

す
。「
病
気
や
障
害
が
あ
っ
て
も
、

利
用
者
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
た
め
に
、
専
門
的
な
介

護
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
医
療
的
な
対
応
に
は
、
大
和

作
成
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て

必
要
と
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
り
、
主
治
医
に
よ
る
健
康
管

理
を
受
け
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

そ
し
て
そ
の
利
用
に
お
い
て
、

現
代
の
社
会
状
況
か
ら
、
関
係
機

関
と
利
用
者
本
人
、
そ
の
家
族
と

の
連
携
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

専
門
的
な
医
療
で
あ
っ
て
も

　

大
和
市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
中

心
に
、
専
門
的
な
知
識
と
情
報
、

豊
富
な
経
験
を
活
か
し
て
利
用
者

に
最
適
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
提
案
し

て
い
る
「
せ
い
わ
居
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
」
で
は
、「
介
護
と
医

療
の
連
携
」
に
重
点
を
お
い
た
上

で
、
在
宅
と
病
院
が
密
接
に
連
携

し
て
共
同
し
た
支
援
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

介
護
は
み
ん
な
つ
な
が
っ
て
い
る

　
「
要
介
護
」
状
態
の
高
齢
者
が
、

住
み
慣
れ
た
自
宅
で
生
活
を
続
け

て
い
く
た
め
に
、
地
元
地
域
で
各

種
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

ケ
ー
ス
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
多
い
の
が
、
介
護
保
険
を

利
用
し
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

護
と
医
療
の
連
携
」
な
ど
の
観
点

で
、
福
祉
現
場
に
直
結
し
た
教
育

内
容
に
刷
新
さ
れ
ま
す
。

　

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
情
報
専
門

学
校
の
担
当
者
は
、「
本
校
で
は
、

現
代
の
超
高
齢
化
社
会
を
支
え
る

質
の
高
い
介
護
福
祉
士
を
育
成

し
、『
尊
厳
・
人
権
』
を
基
礎
に
、

社
会
で
期
待
さ
れ
て
い
る
専
門
性

　

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
情
報
専
門

学
校
は
、
来
年
（
２
０
１
９
年
）

４
月
か
ら
介
護
福
祉
士
養
成
校
と

し
て
「
介
護
福
祉
学
科
」
を
新
設

し
、
学
校
名
を
「
医
療
ビ
ジ
ネ
ス

観
光
福
祉
専
門
学
校
」
に
変
更
し

ま
す
。

　

国
家
資
格
で
あ
る
「
介
護
福
祉

士
」
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
30
年
が

過
ぎ
、
介
護
福
祉
士
の
役
割
に
、

高
い
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な

い
、
介
護
福
祉
士
養
成
校
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
も
見
直
し
が
行
な
わ

れ
、
来
年
度
は
「
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」「
地
域
で
支
え
る
た
め

の
実
践
力
」「
介
護
過
程
の
実
践

力
」「
認
知
症
ケ
ア
の
実
践
力
」「
介

10
月
22
日
㈪
、
29
日
㈪
、
11
月
５

日
㈪
の
12
時
30
分
〜
16
時
30
分
。

受
講
料
は
４
千
円
（
上
表
参
照
）。

　

講
座
で
は
過
去
問
題
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
経
験
豊
富
な
講
師
が
分

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
多
く

の
受
験
者
が
苦
手
と
す
る
科
目
に

ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
内
容
な
の

で
、
効
率
よ
く
学
習
で
き
ま
す
。

働
き
な
が
ら
国
家
試
験
合
格
を
目

指
す
方
に
是
非
お
勧
め
で
す
。

　

詳
細
は
、
ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉

研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン

タ
ー
で
は
、
２
０
１
９
年
１
月
実

施
の
国
家
試
験
「
介
護
福
祉
士
」

の
受
験
者
（
予
定
含
む
）
を
対
象

と
し
た
「
筆
記
試
験
対
策
講
座
」

を
今
秋
に
開
講
し
ま
す
。
日
時
は

介護福祉士 試験対策講座
日時

費用

申込

10 月 22 日（月）
10月 29 日（月）
11月    5 日（月）
各日 12:30～16:30
4,000 円
（3回分・テキストは別途）

ふれあい医療福祉研修センター

☎ 0467-84-0576

税込

実践的な内容が評判の同校
（住所：相模原市南区上鶴間本町 3-18-27）

を
実
践
で
き
る
力
と
、
豊
か
な
人

間
性
を
兼
ね
備
え
た
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
を
輩
出
す
る
こ
と
で
、
社
会

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
同
校
は
医

療
・
福
祉
に
特
化
し
た
「
ふ
れ
あ

い
グ
ル
ー
プ
」に
所
属
す
る
た
め
、

在
校
生
は
多
数
の
病
院
や
施
設
で

実
習
か
ら
就
職
ま
で
多
岐
に
わ
た

る
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
９
月

は
毎
週
㈯
）
や
学
校
説
明
会
は

随
時
実
施
中
。
詳
細
は
同
校
☎︎

０
４
２
・
７
４
４
・
９
７
１
１
へ
。

通
す
る
法
則
が
あ
り
、
人
間
も
そ

れ
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
て
い
ま

す
。
講
座
で
は
、
日
常
生
活
に
お

け
る
行
動
変
容
の
基
本
的
な
考
え

方
や
、
介
護
領
域
に
お
け
る
応
用

例
な
ど
に
つ
い
て
行
動
理
論
の
観

点
か
ら
考
え
て
い
き
ま
す
。

▽
10
月
５
日
㈮
10
時
〜
12
時

「
が
ん
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

講
師
…
原
千
晶 

氏（
タ
レ
ン
ト
）

　
　
　
小
林
優
子 

准
教
授

　

子
宮
頸
が
ん
は
20
代
後
半
〜
40

代
前
半
で
最
も
罹
患
率
が
高
い
病

気
で
す
。
早
期
発
見
・
治
療
で
完

治
が
期
待
で
き
る
こ
の
病
気
に
つ

い
て
、
原
千
晶
さ
ん
が
闘
病
経
験

　

湘
南
医
療
大
学
で
は
、
９
月
22

日
㈯
と
10
月
５
日
㈮
に
、
一
般
向

け
の
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽
９
月
22
日
㈯
10
時
〜
11
時

「
本
当
は
や
め
た
い
、

　
　
　
　
で
も
や
め
ら
れ
な
い
」

あ
な
た
の
ジ
レ
ン
マ
は
解
決
で
き
る

～
健
康
に
活
か
す
行
動
理
論
～

講
師
…
小
林
和
彦 

教
授

　

行
動
に
は
す
べ
て
の
動
物
に
共

湘南医療大学
看護学科

小林 優子 准教授

湘南医療大学
リハビリテーション学科

小林 和彦 教授

を
語
り
ま
す
。
子
宮
が
ん
の
基
礎

知
識
に
つ
い
て
は
小
林
優
子
准
教

授
が
講
義
す
る
二
部
構
成
で
す
。

　

定
員
は
両
日
１
０
０
名
。
大
学

Ｈ
Ｐ
か
お
電
話
☎
０
４
５
・
８
２

１
・
０
１
０
９
で
事
前
申
込
み
を
。︎

豊
富
な
経
験
と
専
門
的
な
知
識
を
も
つ

同
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

せいわ居宅介護
支援センター

大和成和病院 さがみ野中央病院

成和クリニック
成和訪問看護
ステーション

成和ナーシング
プラザ

医療機関

介護・看護施設

連携

連携

連携

同じ建物内

お問い合わせ先

せいわ居宅介護支援センター
☎ 046-240-0149

9:00～17:30
（日・年末年始を除く）
神奈川県大和市南林間 9-8-9
成和ナーシングプラザ 1階

成和クリニック 整形外科
☎ 046-264-3911
神奈川県大和市西鶴間 5-3488-7
【平日】 9:00～12:00/15:00～18:00（受付 17:30 まで）
【土曜】 9:00～12:00（受付 12:00 まで）

月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜

午前

午後

中脇
Dr.

中脇
Dr.

成瀬
Dr.

橋爪
Dr.

橋爪
Dr.

岩瀬
Dr.

岩瀬
Dr.

第２･４･５週
成瀬 Dr.次号

紹介 橋爪 孝典 医師（整形外科）

成瀬
Dr.

ほか

中脇医師（前中央）と同クリニックの医療スタッフ

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
整
形
外
科

　

地
域
の
声
に
応
え
、診
察
日
を
拡
大

病
院
・
老
健
・
訪
問
看
護
と
の

　

確
固
た
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
で
き
る
こ
と

　
　
せ
い
わ
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
福
祉
士
の
国
家
試
験
対
策
講
座

苦
手
な
筆
記
試
験
科
目
の
克
服
を
！

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

来
春「
介
護
福
祉
学
科
」ス
タ
ー
ト

新
設
学
科
で
介
護
福
祉
の
プ
ロ
養
成

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
情
報
専
門
学
校

秋
の
公
開
講
座

原
千
晶
さ
ん
が
語
る「
子
宮
が
ん
」

湘
南
医
療
大
学

3



「胆石」「膵炎」の治療について、医療の知識を深めよう ～検査から治療まで～

9月27日（木）14：00～15：30日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

次回予告
10月下旬開催予定

交通のご案内

お問合わせ
綾瀬厚生病院（総務課）
☎0467-77-5111
神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

海老名駅､長後駅､さがみ野駅､
相模大塚駅､かしわ台駅より路線バス

綾瀬厚生病院 産婦人科棟 4階 多目的室

　5月に開催した前回「消化器の検査っ
て何？～内視鏡で早期発見！～」が大好
評でしたので、9月も続編を行ないます。
今回は、「胆石」と「膵炎」の治療に焦点を
あてたお話です。ぜひ、ご来場ください。

講 

師

綾瀬厚生病院
消化器外科 部長

髙野 裕 医師

市立図書館

早川

東名高速道路

綾瀬厚生
病院 45

城山公園

綾瀬大橋
入口 

綾瀬
市役所

股関節の痛みでお悩みの方へ ～最新の治療法のご紹介～
　股関節の痛みは日常生活に影響を
及ぼします。痛みのために、歩ける距離や
他の動作が制限され、時にその痛みは
「腰が原因である」として股関節の病気
が見逃されることもある注意が必要な
部位です。ぜひお話をお聞きください。

9月28日（金）11：00～12：00

次回予告

日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

10月下旬開催予定

交通のご案内

お問合わせ
ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

多摩境駅・南大沢駅・相模原駅から
無料シャトルバスを運行

ふれあい町田ホスピタル １階 会議室
講 

師

ふれあい町田ホスピタル
整形外科

奥田 直樹 医師

小山

相模原駅

多
摩
境
駅

コストコ

町田街道

ふれあい
町田
ホスピタル

北口

橋本

JR横浜線

京
王
線

◇
軽
症

　
痛
み
の
原
因
の
除
去
に
関
節
鏡

 

・
膝
に
か
か
る
体
重
の
負
担
を
減

　
ら
し
な
が
ら
の
水
中
歩
行
訓
練

◇
装
具
訓
練

　
装
具
（
足
底
板
や
外
反
ブ
レ
ー

    

ス
）
を
付
け
て
膝
へ
の
負
担
を

    

軽
減
し
、
Ｏ
脚
を
矯
正
す
る

◇
関
節
内
注
入
療
法

　
膝
関
節
に
注
射
し
、
ヒ
ア
ル
ロ

    

ン
酸
や
ス
テ
ロ
イ
ド
を
使
用
し

    

て
即
効
性
の
あ
る
抗
炎
症
作
用

    

と
鎮
痛
効
果
を
得
る
も
の

◇
内
服
療
法

　
非
ス
テ
ロ
イ
ド
型
の
服
薬
と
運

    

動
療
法
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

〈
外
科
的
手
術
治
療
※
〉

　

綾
瀬
市
深
谷
に
あ
る
綾
瀬
厚
生

病
院
で
は
、
変
形
性
膝
関
節
症
の

治
療
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
ま

す
。
副
院
長
を
務
め
る
相
澤
智
史

医
師
は
、次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
（
相
澤
副
院
長
）「
変
形
性
膝
関

節
症
は
、
症
状
に
応
じ
た
適
切
な

方
法
で
早
期
に
治
療
す
る
こ
と
が

理
想
的
で
す
。
膝
の
痛
み
は
我
慢

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
早
め
の
治

療
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

当
院
で
実
施
し
て
い
る
治
療
方

法
は
、〈
保
存
療
法
〉
と
〈
外
科

的
手
術
治
療
〉
に
分
か
れ
ま
す
。

〈
保
存
療
法
〉

◇
運
動
療
法

 

・
大
腿
四
頭
筋
を
中
心
に
、
筋
力

　
増
強
を
指
導
す
る
筋
力
訓
練

 

・
入
浴
時
に
温
熱
効
果
を
利
用
し

　
た
可
動
域
訓
練

軟骨がすり減り
骨がぶつかる

変形性膝関節症

　

治
療
に
は
運
動
療
法
・
装
具
訓

練
・
関
節
内
注
射
療
法
・
内
服
療

法
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

で
緩
和
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
外

科
的
手
術
治
療
が
行
な
わ
れ
ま

す
。健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
、

早
め
の
診
察
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
で
は
65
歳
以
上
が
総
人
口

の
26
．
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
み
、
そ

れ
に
比
例
し
て
変
形
性
膝
関
節
症

の
患
者
数
も
増
加
の
一
途
を
た
ど

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
め
に
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

放
っ
て
お
く
と
手
術
し
か
な
い
⁉

　

変
形
性
膝
関
節
症
は
、
軟
骨

の
摩
耗
が
原
因
で
あ
る
こ
と
か

ら
高
齢
者
に
多
く
、
そ
の
有

病
率
は
60
代
で
40
％
、
70
代

で
60
％
、
80
代
で
は
80
％
に

も
の
ぼ
り
ま
す
。
主
な
症
状

は
関
節
痛
や
可
動
域
の
制
限

で
、
進
行
す
る
と
骨
が
変
形

し
て
日
常
生
活
動
作
に
支
障

を
き
た
し
ま
す
。

　

歳
を
と
っ
て
か
ら
の
「
膝
の
痛

み
」
は
、
変
形
性
膝
関
節
症
の
恐

れ
が
あ
り
、
進
行
す
る
と
、
歩
行

や
屈
伸
、
座
位
な
ど
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
怖
い
病
気
で
す
。

ふれあい町田ホスピタル
宇田 周司 医師
（消化器外科）

　

ま
た
、
何
ら
か
の
病
気
に
よ
る

食
欲
不
振
を
『
器
質
性
』
と
い
い
、

代
表
的
な
疾
患
に
は
が
ん
（
胃
／

膵
臓
／
大
腸
な
ど
）・
ピ
ロ
リ
菌

胃
炎
（
い
わ
ゆ
る
慢
性
胃
炎
）・

胃
潰
瘍
・
十
二
指
腸
潰
瘍
・
甲
状

腺
機
能
低
下
症
・
電
解
質
異
常
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

診
断
に
は
、
血
液
や
腹
部
エ

コ
ー
、
胃
・
大
腸
内
視
鏡
な
ど
の

検
査
で
医
師
に
よ
る
適
切
な
診
察

が
大
切
で
す
。

　

食
べ
る
こ
と
は
生
き
て
い
く
上

で
必
須
条
件
で
す
。
夏
バ
テ
と
軽

く
考
え
て
い
た
ら
、
重
大
な
病
気

が
隠
れ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
心
配
な
方
や
、
症
状

に
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
一
度

ご
受
診
く
だ
さ
い
」。

　
―
―
―
貴
重
な
お
話
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ

ス
ピ
タ
ル
☎
０
４
２
・
７
９
８
・
１

１
２
１︎
）

を
お
受
け
す
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
」

　
▽
２
週
間
以
上
続
い
て
い
る

　
▽
体
重
が
激
減
し
て
い
る

　
▽
味
を
感
じ
て
い
な
い

　
▽
60
歳
以
上
で
あ
る

　
▽
胃
痛
／
腹
痛
／
嘔
吐
／
黄
疸

　
　
な
ど
も
あ
る

　
―
―
―
そ
も
そ
も
身
体
の
ど
こ

が
悪
く
て
、
食
欲
不
振
は
起
き
る

の
で
す
か
？

　
（
同
）「
食
欲
不
振
の
原
因
は
、

胃
や
腸
の
動
き
や
消
化
・
吸
収
力

の
低
下
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
消
化
器
の
機
能

は
自
律
神
経
が
調
整
し
て
い
ま
す

が
、
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
続

く
と
そ
の
働
き
が
低
下
し
て
う
ま

く
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

な
い
】【
食
べ
た
い
の
に
あ
ま
り

量
が
食
べ
ら
れ
な
い
】
状
態
な
ど

を
指
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
病
気
の
サ
イ
ン
で
あ
る

こ
と
も
あ
り
、
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
病
気
が
進
行
し
て
し
ま
う

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
」

　
―
―
―
よ
く
あ
る
一
過
性
の
食

欲
減
退
と
、
低
栄
養
を
招
く
食
欲

不
振
は
ど
う
違
う
の
で
す
か
？

　
（
同
）「
特
に
次
の
よ
う
な
症
状

を
と
も
な
う
場
合
は
病
気
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
診
察

　
―
―
―
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家

族
も
気
付
か
な
い
う
ち
に
高
齢
者

が「
低
栄
養
」に
な
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
意
外
と
多
い
よ
う
で
す
ね
。

　
（
宇
田
医
師
・
以
下
同
）「
そ
う

で
す
ね
。
食
欲
不
振
か
ら
低
栄
養

を
招
く
の
で
す
が
、具
体
的
に
は
、

【
食
事
し
た
い
気
持
ち
が
起
こ
ら

　

こ
の
時
季
に
食
欲
が
な
い
と
多
く
の
人
は「
夏
バ
テ
」

と
考
え
が
ち
で
す
が
、
宇
田
医
師
（
消
化
器
外
科
）
は

こ
れ
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。消
化
器
疾
患
に
よ
る「
食

欲
不
振
」
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
免
疫
効
果
を
向
上
さ
せ

る
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
」（
果
物
な
ど
）

や
、
粘
膜
を
保
護
す
る
「
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
」（
緑
黄
色
野
菜
な
ど
）
の

摂
取
量
の
減
少
に
よ
っ
て
免
疫
力

が
落
ち
、
風
邪
や
肺
炎
な
ど
に
か

か
り
や
す
く
な
る
の
で
す
。

プ
ロ
に
聞
く
の
が
一
番

　

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
食
事
の

時
間
を
ず
ら
し
た
り
、
味
つ
け
を

変
え
た
り
、
ま
た
は
食
材
を
細
か

く
刻
み
、
す
り
つ
ぶ
し
た
「
介
護

食
」
な
ど
を
活
用
し
て
い
る
家
庭

が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
効
果
に
は

個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
悩
み
の
解
決
策
と

し
て
紹
介
し
た
い
の
が
、
医
療
施

設
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
「
管
理

栄
養
士
」
に
相
談
す
る
と
い
う
方

法
で
す
。
栄
養
の
プ
ロ
で
あ
る
管

理
栄
養
士
の
意
見
を
参
考
に
し

て
、
家
族
を
低
栄
養
か
ら
守
り
、

健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

ど
で
す
。

死
を
招
く
病
気
に
罹
る
リ
ス
ク

　

高
齢
者
の
体
重
の
減
少
は
、
そ

の
身
体
に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま

す
。

　

例
え
ば
、
皮
と
骨
の
間
で
ク
ッ

シ
ョ
ン
の
役
割
を
し
て
い
る
筋
肉

や
脂
肪
の
量
が
減
っ
て
し
ま
う
の

で
、
皮
膚
の
炎
症
が
起
き
や
す
く

な
り
ま
す
。
炎
症
の
悪
化
は
、
寝

た
き
り
の
人
に
起
こ
り
や
す
い

「
床
ず
れ
」
の
原
因
に
も
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
体
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま

な
栄
養
素
が
不
足
し
て
い
る
状
態

な
の
で
、
骨
の
原
料
に
な
る
カ
ル

シ
ウ
ム
も
不
十
分
で
骨
が
も
ろ

く
、
骨
折
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
。

す
。 

　

で
は
、
低
栄
養
は
な
ぜ
起
こ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　

原
因
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す

が
、
高
齢
者
の
場
合
は
「
胃
や
腸

な
ど
の
消
化
機
能
の
低
下
」「
噛

む
力
の
衰
え
」「
食
べ
る
こ
と
へ

の
興
味
の
薄
れ
」
な
ど
が
ほ
と
ん

知
ら
ぬ
間
に
栄
養
不
足

　

低
栄
養
と
は
、「
食
事
の
量
が

減
る
こ
と
で
、
体
を
動
か
す
た
め

に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
タ
ン
パ

ク
質
や
、
健
康
維
持
に
必
要
な
ビ

タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
、
栄
養

素
が
不
足
し
た
状
態
」
を
指
し
ま

体重の減少で…

噛む力の
衰え

食欲の
希薄化

肺 炎 床ずれ 骨 折

胃や腸
などの
機能低下

※ 

保
存
療
法
に
よ
っ
て
痛
み
の
改
善

　 

が
見
ら
れ
ず
、
日
常
生
活
に
支
障

　 

を
き
た
す
場
合
に
適
応
さ
れ
る

　
視
下
デ
ブ
リ
ー
ド
マ
ン

◇
中
程
度
（
若
年
対
象
）

　
高
位
脛
骨
（
ス
ネ
の
骨
）
骨
切

　
術
で
下
肢
の
重
心
安
定
を
改
善

◇
中
程
度
（
60
歳
以
上
対
象
）

　

片
側
置
換
型
人
工
関
節
置
換
術

◇
重
症

　
人
工
関
節
全
置
換
術

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

当
院
は
手
術
後
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
力
を
入

れ
、
入
院
し
な
が
ら
機
能
を
回

復
さ
せ
る
『
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
』
を
備
え
て

い
ま
す
。
患
者
さ
ま
の
早
期
の

社
会
復
帰
を
厚
く
支
援
し
て
お

り
ま
す
」。（
綾
瀬
厚
生
病
院
☎

０
４
６
７
・
７
７
・
５
１
１
１
※
そ

の
他
の
整
形
外
科
疾
患
も
対
応
）

相澤 智史 副院長
（整形外科）

リハビリまで手厚く支援

外科的手術治療も数多く実施

綾
瀬
厚
生
病
院 

整
形
外
科（
取
材
協
力
）

　

手
術
を
含
め
た
治
療
だ
け
で
な
く

　
　
　
　
　
　

リ
ハ
ビ
リ
ま
で
一
貫
し
て
提
供

　

膝
が
痛
む「
変
形
性
膝
関
節
症
」は

　
　
　
　
　
　
　
　

世
代
ご
と
に
比
例
増
加
中

「〝
夏
バ
テ
〟の
自
己
判
断
は
危
険
で
す
」

　
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
消
化
器
外
科
　
宇
田
周
司 
医
師

　

意
外
と
多
い
高
齢
者
の「
低
栄
養
」

　
　
　

  

食
事
の
工
夫
だ
け
で
は
ダ
メ
か
も
⁉

2018年9月

No.21

町田・
県央版健康生活お役立ち新聞

発行所　（有）エフ.アンド.ユアライフ　〒253-0084 茅ヶ崎市円蔵370-20　電話（0467）58-5678 

 4


